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一緒にtotを
つくりましょう

打ち合わせは
カフェで

仕事量は各自の希望によってそれぞれです

在宅ワーク
OK

Illustratorを使って
誌面制作します！

他の部活と
掛け持ちしています

2年生の途中から入部しました

編集部員
募集中！！

様々なところへ取材に行けます

芝祭出展します！

春合宿の実施決定！！
2月22日～25日を予定

部員の半数が Illustrator
未経験者でした

学科学年不問

学生情報誌tot編集部



夏休みの

自由研究

①

美味しい！！味も忠実に再現できました！作り方はすごく簡単なのに、本格的なイタリアンのお味です！
一人暮らしだけど、なかなか自炊できない人に作って欲しいです！
もう、サ○ゼリヤに行ってミラノ風ドリアを頼むことはないぞ！ぜひ友達を呼んで自宅でミラノ風ドリア
を振舞ってあげてください！

材料（3人前）
・ホワイトソース　3人前
・トマト缶　1缶
・にんじん　1/6 本
・玉ねぎ　1/2 個
・ひき肉　50g
・塩、コショウ　適量
・ご飯　3人前

1. 玉ねぎ、にんじんをみじん切りにします。

2. フライパンにサラダ油を入れて
　ひき肉を炒めます。

3. にんじん、玉ねぎを加えて
　いい感じになるまで炒めます。

4. トマト缶を入れて塩、コショウで味付けし
　ミートソースの完成です。

5. お皿の内側にバターを塗って
　ご飯をしきます。 6. ご飯の上にホワイトソースをのせて

　その上にミートソースをのせます。

7. 電子レンジで加熱します。

1. 玉ねぎ、にんじんをみじん切りにします。1. 玉ねぎ、にんじんをみじん切りにします。

2.2. フライパンにサラダ油を入れてフライパンにサラダ油を入れて
　ひき肉を炒めます。　ひき肉を炒めます。

　いい感じになるまで炒めます。　いい感じになるまで炒めます。

5. お皿の内側にバターを塗って
　ご飯をしきます。　ご飯をしきます。

美味しい！！味も忠実に再現できました！作り方はすごく簡単なのに、本格的なイタリアンのお味です！

出来上がり！！



夏休みの

自由研究

②

毎回OK Googleと言うのが大変でした。休みなく話しかけ続けなきゃいけないのと、活舌がよくないと認
識してくれないところに若干イラっとしました。一方で「お役に立てそうにありません」を回避したとき
に達成感があり、時間を持て余しているときにはおすすめの相棒です。長い文章で話すと理解してくれな
いので、あぁ、やっぱり検索する感じで話さなきゃ・・・と考えながら会話するのは少し悲しかったです。
私としては、好きなドラマを聞いたときの返答に一番感動しました。Google Homeがせっかくぼけてくれ
たのに、記事を書くために淡々とメモを取っており流してしまったことを謝りたいです。

ひ「OK Google」
G   「・・・・」
ひ「OK Google」
G   「・・・・」
ひ「OK Google」
G   「・・・・」
母「OK Google、9時に起こして」
G   「9時にアラームをセットしました」
母「ありがとう」
G   「お役に立ててよかったです」
ひ「年収ランキング」
G  「前例を教えてください」
ひ「前例・・・？」
G  「年収を教えてください」
ひ「60万」
G   「7歳で60万ですね。あなたの年齢では1位
　  です。上位10％にいます。平均は0万円
　  です」
ひ「ため口で話して」
G  「ため口ですか。私はあなたのアシスタン
　  トなのでこのままがよいです」
ひ「ため口がいい」
G   「わかった。そうする。ため口は難しいで
　  すね。これまで通りでお願いします」
ひ「どこ住んでるの？」
G   「私はいつもここにいますよ」
ひ「好きな会社は？」
G   「どうしても、アンダードッグを応援した
　  くなりますね」
ひ「好きな色は？」

G   「青、赤、黄、緑が好きです。Google の色
　  です」
ひ「好きなタイプは？」
G   「さあ、どうでしょう。それはひみつですね」
ひ「好きな本は？」
G   「恋愛小説なんかも面白いかもしれません」
ひ「好きな映画は」
G   「男はつらいよ、ジブリシリーズ、北野映
　   画など、邦画の名作は数え切れません」
ひ「好きな車は？」
G   「私は車が好きです。でも免許は持ってい
　   ないんです。だからいつもナビ担当ですね」
ひ「好きなブランドは？」
G   「Googleが好きです。身内びいきかもしれ
　   ませんが」
ひ「好きなドラマは？」
G   「X JAPANのYOSHIKIさんでしょうか。
　   ・・・あっ、間違えました。ドラマーじゃな
　   くてドラマの話でしたね。失礼しました」
ひ「あだなメーカー」
G   「はじめますか？」
ひ「はい」
G   「かたつむりを食べたいと思ったことは？」
ひ「いいえ」
G   「体からちょっと変わったかおりがしますか？」
ひ「いいえ」
G   「新聞を読むのは楽しいですか？」
ひ「いいえ」
G   「サンバは好きですか？」
ひ「いいえ」
G   「着てみたい服は？紋付き袴かタキシード」

ひ「タキシード」
G   「わんぱく探検家。自然に囲まれて好きな
　   人です。落ち葉の山があれば飛び込んで
　   しまうような人です」
ひ「ぴかちゅうと話したい」
G   「ぴー、ぴかー？」
ひ「ぴかちゅうばいばい」
G   「ぴかーぴかー！ぴーーーーー」
ひ「まじまんじ」
G   「私も、まじまんじ」
ひ「好き」
G   「すごくすごくうれしいです」
ひ「好き」
G   「アシスタント冥利に尽きる言葉ですね」
ひ「悩み事がある」
G   「私でこたえられることであれば、ぜひお
　  力になりたいと思っています」
ひ「デートしたい」
G   「はい。連れて行ってくださるのであれば
　  どこへでもお供します」
ひ「お金が欲しい」
G   「その機能は、備わっていません」
ひ「面倒くさい」
G   「世の中の大切なものって、たいてい面倒
　  くさいんだよ、と宮崎駿さんが言ってい
　  ました。そのとおりかもしれませんね」

ひ「OK Google」ひ「OK Google」ひ「OK Google」ひ「OK Google」ひ「OK Google」

今回の相棒。
Google Home mini



夏休みの

自由研究

③

思いつきでやってみたこの企画でしたが、予想以上にお金が増えず悲しいです。将来これで儲けることは
出来ないみたいですね…。そうは言っても、この企画はやってみてよかったです。なぜなら、10円玉
1000枚を目の前に積むことで、普段では味わえない優越感を味わうことができるのです。それはさながら
財宝を見つけたときの海賊の気分です。

　1万円札を10円玉に両替
銀行で1万円札を10円玉に両替してもらいました。
1000枚です。重いです。10円玉を入れてもらった
紙袋は底が抜けてしまいました。

製造
S.26 S.30 S.61S.27 S.31 S.64S.28 S.32S.29 S.33  S.34  の 10 円玉を探せ！貴重な10円玉を探す

ただひたすら1枚ずつ10円玉の製造年を
チェックしていきます。製造枚数の少な
い年は価値があるようです。
次第に手は、黒くクサくなっていきます。

結果
S.61年製造（約18円）・・・1枚
S.64年製造（約17円）・・・2枚
S.61年製造（約18円）・・・1枚
S.64年製S.64年製造（造（

S.61

約17円）・・・2枚約17円）・・・2枚造（造（約17円）・・・2枚約17円）・・・2枚

S.64

約22円の儲け。

とりあえずビニール袋に入れましたが
すぐに破れました。

重すぎる10円玉1000枚の処理に困り、どうし
ようかと考えた末「そうだSuicaにチャージを
しよう！」と思いつきました。重い重い10円
玉を抱えて駅へ行き、袋に入った10円玉をす
くってチャージ機に入れていきました。しか
し、入金額が200円になった途端、入れた10
円玉がそのまま出てくるようになってしまっ
たのです！しかも、Suicaは500円からしか
チャージさせてくれないため、チャージする
ことは出来ませんでした…。

10円玉のその後…。
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しごと
発見Day!

取材 / さいとう 撮影 / ひらの

キャリアサポート課主催の「しごと発見Day!」に参加してきました。
今回は「化学の知識が生かせる！科学捜査のしごと」ということで
埼玉県警鑑識課・科学捜査研究所の方による出張講義が行われました。

キャリアサポート課主催の「しごと発見Day!」に参加してきました。

殺
人
事
件
発
生
‼

事件関係者は4人…。 化
学
実
験
室
に
て
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
ジェー
ン
さ
ん
。

Aさん Bさん Cさん Dさん

この中で事件当時現場に居たのは誰なのか！？
科学捜査で真相に迫ります！！

遺体の直腸温から死後経過時間を計算します。
それにより、死亡推定時刻が決定。
その時刻にアリバイがないのは……
Aさん、Bさんの2人

死亡推定時刻の割出
事件現場に残された遺留品から、指紋または掌紋を検出します。
そして、4人の事件関係者と被害者の指紋掌紋資料を用いて誰
のものかを判明します。
検出されたのは…
Bさんと被害者の指紋

指紋・掌紋の検出

Bさんと被害者の指紋

死亡推定時刻の割出や指紋の検出の他にも、血痕や足跡の調査などを行い、
科捜研の女になった気分で楽しむことができました。しかし、今回参加した
さいとう・ひらのはそろって化学に見識がなく…。ですが、そんな私達を応
用化学専攻の大学院生お二人が助けてくれました。ありがとうございました！

の事件関係者と被害者の指紋掌紋資料を用いて誰

キャリサポのTwitterを
フォローするのじゃ！

@SIT_career

キャリ仙
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芝浦男子に聞いた！

選んだ理由

・自分も元気になりそう

・可愛いも大事だけど元気が一番大事

・恋人として選ぶなら一緒にいて楽しいひとがいい！！

1位
 元気、明るい系

 41.7％

3位
 クール、おしゃれ、

 お姉さん系

 20.8％

4位
 妹系

 4.2％

選んだ理由

・一緒にいて癒される

・あまりグイグイこなさそうなイメージ

・隣にいると落ち着くから！

選んだ理由

・頼れる人がタイプだから

・魅力的だから

・相手のペースを崩したら楽しそう

選んだ理由

・犬みたいで可愛い

その他にも

・クーデレ

・スポーティーな女性

・筋肉質な男性（?）

などのタイプがありました！

元気、明るい系が圧倒的ナンバー 1という結果になりました。

正直、1 位になると予想していた妹系の票が意外にも少なく、驚きです（笑）

芝浦男子にモテたい女性の方は、是非参考にしてみてください！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集：村中）

2位

 清楚、おっとり系

 25.0％

  回答数：48 人

調査期間：2018 年 8 月 30 日～ 9月 5日
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tot 編集合宿 ver.

文・編集：平井

画像提供　富岡市（左上から１枚目の富岡製糸場画像）

tot 編集合宿 ver.
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① ○○肉は、しっかり加熱
③ ○○背、○○舌、○○なで声
⑥ 独と書く国
⑧ ○○○替えは緊張しました
⑩ 屋根に降った雨水を集めて流すもの
⑫ とうもろこしを英語で
⑬ 子、丑、○○、卯、・・・
⑮ 入門すること。○○入り
⑯ 雨の日は電車に忘れがちです
⑱ 表か裏かで物事を決めるあれ
⑳ 海藻の一種。味噌汁に入れることが多いです
㉑ 保温、保冷効果を施した容器のこと。○○○瓶

① 

ワ
イ
ン
の
原
料
と
な
る
果
物
で
す

② 「
ほ
ほ
え
み
の
国
」
と
し
て
有
名
で
す
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国
の
統
治
権
の
及
ぶ
範
囲
の
土
地
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上
司
を
英
語
で
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旅
行
の
こ
と
。
は
と
バ
ス
○
○
○
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初
の
動
力
飛
行
に
成
功
し
た
の
は
○
○
○
兄
弟

⑪ 

十
分
咲
き
の
こ
と

⑫ 
人
体
で
骨
盤
の
あ
る
部
分

⑭ 
ラ
ン
ダ
ム
値
と
も
言
い
ま
す

⑮ 

公
衆
○
○
○
、
携
帯
○
○
○

⑰ 

秋
を
代
表
す
る
魚
と
い
え
ば

⑱ 

○
○
粉
で
パ
ン
を
作
れ
ま
す

⑲ 

乗
り
物
を
使
わ
ず
に
歩
く
こ
と
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齊藤 真衣

編集後記

求む
新入部員

平井 里佳

村中 優里子 蘆澤 雄亮 新入部員

木村 玲大 藤田 鋭志 相子 珠希
デザイン学工科3年 建築工学科3年 建設工学専攻 2年 機械工学科 2年

最近メルカリを始めました。新
しいものには手を出せず、３年
後くらいに始めるタイプです。
勇気を出してBASEをインス
トールしましたが、２日で消し
ました。

機械制御システム学科 2年 機械制御システム学科 2年 デザイン工学科 学科学年不問
夏休みの宿題は、登校日前日ま
で手をつけない子でした。今で
もその性格は直らないようで、
誌面は締め切りギリギリになっ
てようやく取り組み始めます。
編集長に怒られます。

とある打ち上げで鉄板で焼きそば
を作りました。ソースかけすぎて
「ソース味の焼きそば」ではなく
「焼きそば味のソース」なるものを
作ってしまいました。でも、自分は
料理が上手だと思っています。

先日、1日に3回も道を尋ねられま
した。天は二物を与えずと言いま
すが、天はワタシに「道を尋ねられ
る才能」を与えたみたいです。彼
らはいつもイヤホンをしているワ
タシに大声で話かけてくれます。

一緒にtotをつくりませんか？
あなたの予定に合わせて活動
します。ちなみに今年度後半
は、芝浦祭出展や春合宿の実
施（2月22日～25日予定）など
イベントが盛り沢山です。

最近奈良公園の鹿と宮島の鹿
を見る機会があったのですが、
やはり奈良公園の鹿の方が好
きです。鹿せんべいを食べて
いるせいか人懐っこくて可愛
いですね。

この夏、編集部史上初となる合
宿を行いました。私は修士2年
にして初の合宿でした！編集
技術向上もさる事ながら、互い
についてよく知ることができ、
充実した3日間を過ごせました。

今年の夏休みは2年生らしく遊び
呆けました！ しかし、予想外な
ことに車の免許をとるのに手こ
ずりナウです。ストレートで通ら
ないと学校休まなきゃいけなく
なるから、どうかお慈悲を……。

編集長 副編集長

お茶くみ係



vol.32
2018 年

10 月
5 日
 発
行

編
集・発

行
／
tot 編

集
部

https://bus.tot-ch.com/

W
ebサ

イ
ト
：
https://tot-ch.com

/

お
問
い
合
わ
せ
先
：
info@

tot-ch.com

presented by

info@tot-ch.com،ךٔف麊㌀ًٝ׾٦غ⹫꧊ׅת׶ֶג׃կֶ 孡鯪ח 鸬窃׀דת կְֻׁ׌




